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総合診療科は大変幅広く多岐にわたる領域で診察
されています。これは地域の先生方も同じではないで
しょうか。各々標榜科を掲げてはおられますが「街の
お医者さん」「私の先生」と思われている地域の患者
さんは様々な訴えや相談をなさることでしょう。ある
意味、地域で開業されている先生方も総合診療科の役
割を担っているのではないでしょうか。 
最成病院はその地域の先生方と連携を図り、地域住
民の健康を支えていくことが役割であります。まだま
だ力不足ではありますが地域の中核病院としての役
割遂行に邁進してまいります。どうか宜しくお願い致
します。 

看護師長 鴇田 佳容子 

平素は最成病院地域医療連携の会の活動につきま
してご理解、ご協力をいただき誠にありがとうござい
ます。おかげさまで 9回目の会を無事開催することが
できました。当日は診療後のお疲れの中、多数の先生
方にご出席いただき心より感謝申し上げます。 
 今回の特別講演は千葉大学医学部附属病院総合診
療部 塚本知子先生による「千葉大学総合診療部の取
り組み～外来診療のピットフォール～」をご講演いた
だきました。総合診療部という耳慣れない診療科で、
実のところ詳しくはわかっていませんでした。今回の
塚本先生のご講演で主訴が各専門診療科の境界領域
であり、即座に受診すべき診療科が決まらない患者さ
んや高齢者のように問題となる疾患を複数有する患
者さんの診断の窓口的な存在であることを知りまし
た。時に重症の救急疾患が含まれていることもあると
お聞きし、各専門診療科との連携がとても大切である
と感じました。 
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